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【きゅうり】 

 気温の上昇に伴い、関東産の入荷量が多く荷動きは鈍化している状況です。先週に一段相場を弱めているため

今週は保合いで推移し、次週は特売等荷動きを優先した販売になる見込みです。 

 【日量】約 900ケース（5㎏箱換算） 

 【単価】Ａ 2,100－2,000  Ｂ 2,000－1,800 

 

 

【いちご】 

 相場は保合いとなっております。荷動きは良く、スムーズな販売で推移しています。なり疲れ傾向で数量は落

ち着いている状況です。気温高によるイタミの増加が増加中です。各地区へ品質管理の徹底を呼びかけており

ます。 

 【日量】約 2,300ケース（1㎏箱換算） 

 【単価】２Ｌ 370-330   Ｌ 360-330   Ａ 350-300 

 

 

【えんどう類】 

 スナップ：九州産が終盤で全体量は減少傾向、管内産は増量中で売り場拡大のため相場は保合いで推移してい

ます。今後は本県産の引き合いが強くなるため相場は底上げの見通しです。 

 【日量】スナップ約 1,000ケース 

 【単価】Ａ（1㎏）1,400－1,300  Ｂ（1㎏）1,100 

 

 

【アスパラガス】 

 栃木・東北産は増量となっているが、輸入物や九州産の減少幅が大きい状況です。週末に向けて量販店からの

引き合いが強く、荷動き良く相場は高値維持の保合いで推移しています。 

 【日量】約 150ケース（4.5㎏箱「100g束×45束」） 

 【単価】100g束  Ｌ 210円  

 


